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Ｉ　 序
無味乾燥な学習展開，事実中心主義，暗記中心主義
といったような批判を浴びせられる歴史学習を改善し
ていこうという試みは，文部省の学習指導要領の改訂
をはじめとして，これまでも何度となく繰り返されて
きた。しかし，実際の教育現場では，批判の対象とな
るような学習が依然として多 く展開されている事実も
見逃すことはできない。
本研究では，この歴史学習改善のアプローチとして
共感的理解の方法に着目した。共感的理解の方法を歴
史学習に取り入れていくことは，ひとごととしてでな
く歴史事象とかかわることができ，主体的に意欲的に
学習に取り組むことができる点においてその意義 は大
きい。態度形成の側面でも同様である。しかし，その
反面で，「共感的理解の方法では，科学的な社会認識
の形成と十分に結びついていかないのでは」という問
題点 も投げかけられている。
そこで，共感的理解のもつ有効性を歴史学習に生か
しながら，それを科学的な社会認識形成及び公民的資
質の育成に結びつけていくためには，どのようにすれ
ばよいかという問題意識から，本研究を行なった。
＜研究目的＞
本研究では，共感的理解と科学的な社会認識形成及
び公民的資質の育成との関係と，共感を通して科学的
な社会認識及び客観的な価値の追求にいたる認識過程
を明らかにする。また，その認識過程に基づいて ，授
業モデルを構想する。
＜研究方法＞
（1） 先行研究に基づいて ，共感的理解と科学的な社会
認識形成及び公民的資質の育成との関係と課題を明
らかにする。そして，課題の克服として共感の質を
深めるための「共感的理解深化の基本モデル」を提
示する。
（2） 先行研究に基づいて ，共感的理解に基づく歴史学
習の認識論の立場を考察する。また，その考察を基
に，共感を通して科学的な社会認識及び客観的な価
値の追求にいたる認識過程を明らかにする。 そして，
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その過程に「問い」と 厂習得される知識」を組み込
んだ認識過程モデルを提示する。
（3） 以上の研究成果に基づき，「共感的理解深化の基
本モデル」「認識過程モデル」を組み込んだ，共感
を通して分析へいたる歴史授業モデルを作成する。
以上の研究目的・方法にしたがって ，次章以下を展
開する。
Ⅱ　共感的理解の科学的な社会認識形成における課題
社会認識の科学化を主張する岩田一彦氏 は，社会科
の授業の本質を次のように述べている。
「社会科の授業の本質は，事象の社会科学的分析を
させ，事象の生じてきた因果の関係を科学的に認識
させることである。」（I）。
この考えを基本において，歴史学習における科学的
な社会認識形成を次のようにとらえることにする。歴
史学習における科学的な社会認識形成とは，行為事実
か らヽ社会のしくみや時代像に目を向け ，それを社会諸
科学の成果（特に，歴史学）に基づいて，行為との因
果関係の中で認識していくことである。
このように，歴史学習における科学的な社会認識形
成をとらえた場合 ，共感的理解の方法には，次のよう
な限界がある。つまり，共感的理解の方法では，個々
の人間の行為の意図や願望に迫っていくことはできて
も，それを飛びこえて，その時代に生 きる様々な人間
を結びつけている場の構造としての社会のしくみや時
代像が見えてこないのである。ここに，科学的な社会
認識形成 における共感的理解の方法の課題を見い出す
ことができる。
共感的理解の方法を歴史学習に積極的に取り入れて
いくことの意義は大きい。課題は，それをどう科学的
な社会認識形成と結びつけていくかである。この点に
ついて，本研究では，２つの側面からアプローチを図っ
た。一方は，共感の質の側面である。もう一方は，共
感的理解の方法を組み入れた歴史学習の認識過程の側
面である。この２つの側面から，共感的理解と科学的
な社会認識形成との関係に迫っていくことにする。
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Ⅲ　共感の質
１　「共感」から「分析」へ
一般に歴史学習における科学的な社会認識形成を考
え た 場 合 ， 社 会 の し く み や 時 代 像 に ス ト レ ー ト に 目 が
向 け ら れ る 。 つ ま り ， 社 会 諸 科 学 の 成 果 に 基 づ い た 概
念 や 法 則 と し て の 社 会 の し く み や 時 代 像 の み が 教 え る
内 容 と し て 考 え ら れ る わ け で あ る 。 し か し ， こ の 分 析
の 方 法 で は ， 歴 史 学 習 を 無 味 乾 燥 な も の と し ， し く み
を 教 え る た め だ け の 事 実 の 羅 列 に な っ た り ， 暗 記 を 強
い る 教 え 込 み の 歴 史 学 習 と な る こ と も 否 め な い 。
共 感 的 理 解 の 方 法 で は ， 科 学 的 な 社 会 認 識 に 結 び つ
か な い 。 反 面 ，分 析 の 方 法 の み で は ， 学 習 が 無 味 乾 燥
化 し て し ま う 。 そ れ で は ， こ の そ れ ぞ れ の 課 題 を 克 服
す る た め に は ， い っ た い ど の よ う に す れ ば よ い の で あ
ろ う か 。
こ の 課 題 克 服 の 糸 口 は ， ア ダ ム ・ ス ミ ス が ， 社 会 科
学 と し て の 経 済 学 の 生 誕 を 告 げ る 「 国 富 論 」 の 体 系 を
作 り 上 げ た と き の 論 理 の 中 の 「共 感 か ら 分 析 へ 」 と い
う 考 え に 求 め る こ と が で き るに
の 方 法 は ， 人 間 の 行 為 の 意 図 や 願 望 を そ の 人 に つ
い て い く こ と に よ っ て 理 解 し な が ら ， さ ら に そ れ を 乗
り 越 え て ， 社 会 の し く み や 時 代 像 を と ら え る こ と を 可
能 に す る 。 つ ま り ，共 感 を 通 し て 分 析 へ い た る こ と に
よ っ て ，行 為 事 実 か ら 社 会 の し く み や 時 代 像 を と ら え
る と い う ， 歴 史 学 習 に お け る 科 学 的 な 社 会 認 識 形 成 が
可 能 と な る の で あ る 。 そ の 意 味 で ，共 感 と 分 析 の 方 法
が も つ そ れ ぞ れ の 課 題 を 克 服 し ， 科 学 的 な 社 会 認 識 形
成 を 有 効 に 行 な う た め に は ， 共 感 的 理 解 の 方 法 の 中 に
分 析 の 方 法 を 組 み 込 む と い う 「共 感 か ら 分 析 へ 」 の 方
法 が 必 要 と な っ て く る の で あ る 。
こ の 「共 感 か ら分 析 へ 」 と い う 方 法 は ， 具 体 的 に は ，
共 感 の 質 と の か か わ り で と ら え る こ と が で き る 。
共 感 を 通 し て 分 析 へ む か う た め に は ， 単 に 行 為 者 の
意 図 や 願 い に 共 感 し て い る だ け で は だ め で あ る 。 そ の
共 感 が ， 厂な ぜ そ の よ う な 意 図 や 願 い を も つ よ う に な っ
た の だ ろ う 」 と い う レ ベ ル ま で 高 ま っ て い く こ と が 必
要 で あ る。 そ し て ， そ の よ う に 共 感 の 質 が 高 ま っ て こ
そ ， 意 図 や 願 い の 根 拠 を 問 う こ と も で き ， 社 会 の し く
み や 時 代 像 に も 目 を 向 け て い く こ と が で き る の で あ る 。
つ ま り ，行 為 の 意 図 や 目 的 ・ 願 い へ の 共 感 と い う 目 的
連 関 追 求 の レ ベ ル か ら ， そ の 根 拠 を 問 う こ と を 可 能 に
す る 因 果 連 関 追 求 の レ ベ ル に ま で ， 共 感 の 質 を 高 め て
い く こ と が ， 分 析 へ 向 か う た め に は 必 要 と な っ て く る
の で あ る 。
こ の よ う に 共 感 の 質 を 高 め て い く こ と に よ っ て ， 共
感 を 通 し て 分 析 を 行 な う と い う 「共 感 か ら 分 析 へ 」 の
方 法 が 可 能 と な る 。 そ,し て ， そ れ が 可 能 と な っ た と き
に，分析の方法を踏まえた共感的理解の方法は，科学
的な社会認識形成において有効に働くことになるので
ある。
２・ 共感的理解深化の基本モデル
共感的理解の方法は，その中に分析の方法を組み込
むことによって，科学的な社会認識形成において有効
に働くものとなった。つまり，共感から分析へという
段階を踏むということである。また，この段階は，分
析で終わるのではなく，さらに，分析から共感へとい
う段階を想定することができる。
この初めの段階は，科学的な社会認識形成にいたる
段階として ，後の段階は，社会のしくみや時代像から
行為をとらえ直すという価値判断にいたる段階として
位置づけることができる。
また，この２つの段階のそれぞれの共感 は，その質
に違いがあることは言うまでもないことである。初め
の段階の共感は，あくまで子ども達の生活経験に基づ
くものであり，主観的なものである。 これに対して，
後の段階の共感は，分析をくぐり抜けたものであるた
め客観性を帯びたものとなっている。 しかも，価値の
追求に向かうものである。したがって，共感的理解の
段階の基本的な流れは，主観的共感の段階→分析の段
階→内省的共感の段階と位置づけることができる。 こ
れを ，歴史学習における共感的理解の段階とする。
この基本的な流れが可能となるためには，共感の質
を高めていくことが必要であった。それは，共感の質
を目的連関追求のレベルから因果連関追求のレベルへ
深めていくことを意味している。　しかし，共感の質を
問題にした場合，この２つのレベルですべてを集約す
ることはできない。そこで，歴史学習 における共感の
質の深まりを，次のようにとらえることにする。
共感による知的好奇心喚起のレベル→共感による目
的連関追求のレベル→共感による因果連関追求のレベ
ル→共感による価値追求のレベル。これを，歴史学習
における共感的理解の深化とする。
共感の質が深まっていくことによって，共感的理解
は，先に述べたような段階をたどることになる。つま
り，共感的理解の段階と共感的理解の深化は，それぞ
れ独立したものでなく，相互に結びついているもので
ある。このようなとらえ方をした上で ，図１のような
「共感的理解深化の基本モデル」を作成した。
主観的共感の段階
共感によ 气知的好奇心喚起
共感によ弓目的連関追求
分析の段階 共感による因果連関追求
内省的共感の段階 共感にょぱ価値追求
図１　共感的理解深化の基本モデル
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このモデルは，次の２点を表したものである。第１　　 ある。
（4）
また，「理解」の理論は行為者の意図・目的
点は，共感の質が，授業において深まっていくことの　　 の理解を前提としているため，理解する側の主観や恣
重要性である。第２点 は，ここに示すような段階に応　　 意に依存する場合が多く，科学としての客観性を主張
じた共感的理解の方法が，授業において用いられてい　　 できないという意見もある。（5）
くことの必要性である。　　　　　　　　　　　　　　　　　 このように，「理解」の理論では，科学的な社会認
識形成には十分に結びついていかないということであ
IV　 共感を通して分析へいたる歴史学習の認識過程　　　 れば，科学的な社会認識形成と十分に結びつく認識論
１　共感を通して分析へいたる歴史学習の認識論　　　　 を ，その基礎に置かなければならない。その認識論と
共感を通して分析へいたる歴史学習を考えていく場　　 は，「説明」の理論である。しかし，共感的理解が基
合には，どのような社会科授業理論に基づいて授業構　　 盤となっているこの学習においては，「理解」の理論
成を行なっていくかを明確にしなければならない。　　　 に基づくことの重要性は言うまでもない。その立場に
現在，日常的に行なわれている社会科授業実践や多　　 立って，科学的な社会認識形成を図っていくためには，
くの支持を得ている社会科理論を，認識論の立場から　　「理解」の理論に「説明」の理論を組み込んでいくこ
分類すると次のようになる。。
）　　　　　　　　　　　　
とが必要となってくる。つまり，両者の結びつきこそ
①　追体験し意味を理解する社会科　　　　　　　　　 が重要となってくるのである。
②　子どもの思考を育てる社会科　　　　　　　　　　 ２　認識過程
③　科学的認識と実践主体を育てる社会科　　　　　　　 マックス・ウェーバーは，社会科学方法論的見地か
④　社会事象・出来事を科学的に説明する社会科　　　 ら「理解」と「説明」の結合の意義を説いている。ま
この４つの立場の社会科は，それぞれ次のような認　　 た，神山四郎氏も歴史学において科学的説明にいたる
識論によって基礎づけされている。追体験し意味を理　　 ためには，理解的認識が欠かせない ものであり，それ
解する社会科は，ドイツ精神学派の「理解」の理論に　　 を経ることによって説明にいたるということを主張し
ょって，子どもの思考を育てる社会科は，プラグマティ　　 ているＯ（6）
ズムの認識論によって基礎づけされている。また，科　　　 この両者の考えによると，科学的認識へいたるには
学的認識と実践主体を育てる社会科は，マルクス主義　　 「理解」から「説明」へという過程をたどることにな
の認識論によって，社会事象・出来事を科学的に説明　　 る。社会科学，また，その中の１つである歴史学にお
する社会科は，Ｃ，ヘンペルに代表される「説明」の　　 いては，「理解士から「説明」という過程を踏むこと
理論によって基礎づけされている。　　　　　　　　　　　tこよって，科学的かつ客観的な認識が形成されること
以上， それぞれ社会科の認識論的基礎を簡単に述　　 になるわけである。そして，このことは，歴史学習に
べた。共感を通して分析へいたる歴史学習の認識論的　　 置きかえて考えることもできる。つまり，この過程が，
基礎は，どの中の「理解」と「説明」の理論の結びつ　　 共感を通して科学的な社会認識を形成する認識過程と
きに置くことにする。その理由は次のとおりである。　　 もなるわけである。
共感を通して分析へいたる歴史学習においては，共　　　 また，「理解」には，一般的に，人間形成を図る側
感的理解がその基盤となっている。この共感的理解の　　 面があると言われている。このことは，社会科の大き
対象 は，それぞれの時代の中で生きつづけている人間　　 な目標の１つである公民的資質 の育成と密接に結びつ
の行為の意図・目的であり，また，ある状況下に置か　　 くものである。このように考えると，「理解」を「説
れた人々の願いである。この行為の意図・目的や願い　　 明」にいたるための途次の作業として意味づけるだけ
を共感的に理解するためには，我々は，自己投入とか　　 ではなく，「理解」のもつ教育的意義を認識過程の中
感情移入といった追体験の手続きを行なう。このよう　　 に積極的に組み込んでいく必要がある。つまり，「説
に考えるならば，共感を通して分析へいたる歴史学習　　 明」 の後にさらに「理解」の段階を位置づけようとい
においては，「理解」の理論をその認識論的基礎に置　　 うことである。この後者の「理解」は，前者とは質的
くべきである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に異なり「‾説明」という科学的かつ客観的な認識をく
しかし，「理解」の理論 と科学的な社会認識形成と　　 ぐり抜けたのちの「深化した理解」ととらえることが
のかかわりを見た場合には，次のような指摘がある。　　 できる。
「理解」の理論によって社会認識をしていく場合には，　　　 したがって，この過程は，「理解」から「説明」に
社会全体を構成する事象・出来事をできるだけ多く，　　 よって科学的な社会認識形成が図られ，さらに，「説
できるだけ詳しく知ることが前提となるため，それが　　 明」から「深化した理解」によって人間形成の一環と
かえって社会認識を常識的なものにするという指摘で　　 しての公民的資質の育成が図られるものとしてとらえ
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ることができる。つまり，共感を通して分析へいたる
歴史学習の基本的な認識の流れは，理解→説明→深化
した理解となる。これをさらに，授業における認識過
程として具現化すると次のようになる。
この認識過程 は，「考える」「思考する」過程とも
言うことができる。 この「考える」 厂思考する」こと
の意味について ，伊東亮三氏 は，「知覚による判断」
と「推理」という分類を行ない，「推理」は「知覚に
よる判断」を前提として行なわれるとしている。（7
）
この考えに基づいて，基本的な認識の流れをとらえ
るとy･それは「推理」の段階に位置づくことになる。
このように考えるならば，その前段階として命題や情
報を得る「知覚による判断」の段階が位置づくことに
なる。この考えを基に，実際に授業における認識過程
を考えていくことにする。
共感を通して分析へいたる歴史学習においては，
「推理」の段階にいたる前提として，行為や行為者を
取り巻く状況についての事実認識の段階が設定されな
ければならない。この「知覚による判断」の段階を設
定することによって，初めて次の段階である「推理」
へと向かっていけるわけである。
行為や行為者を取り巻く状況について の事実認識が
できたなら，次に「なぜ，そのようなことをしたのだ
ろう」という，行為の意図 一目的の追求に向かう。こ
の段階を，行為の意図 一目的についての目的認識の段
階とする。 この段階は，認識 の基本的 な流れの中の
「理解」の段階に位置することになる。
次に，科学的な社会認識の形成を図るために，さら
に社会のしくみや時代像の追求がなされなければなら
ない。 そのためには，行為者が「行為をせざるをえな
かった」「行為をすることができた」客観的な理由の
追求が必要となってくる。この段階を ，社会のしくみ
や時代像についての関係認識の段階とする。この段階
は，認識の基本的な流れの中の「説明」の段階に位置
することになる。
公民的資質の育成という社会科の本質的な目標を達
成するためには，価値の問題を切り雕して考えること
はできない。したがって，社会のしくみや時代像の追
求がなされたあとに，それを踏まえた上で，もう一度
行為をとらえ直してみる必要がある。しかも，それは
自己とのかかわりの中でなされることが望ましい。こ
の段階を，行為についての価値認識の段階とする。こ
の段階は，認識の基本的な流れの中の「深化した理解」
の段階に位置することになる。
社会のしくみや時代像についての関係認識→行為につ
いての価値認識。 こ゛の流れが，共感を通して分析へい
たる歴史学習における認識過程となる。
３　認識過程モデル
授業において，子ども達が先に示したような認識の
過程をたどっていくためには，問いが重要な働きをす
る。問いかけがなければ，子ども達は思考を働かそう
とはしないし，それによって認識を深めていくことも
ないであろう。したがって，認識過程に，それを深め
ていく問いを位置づけていく必要がある。
また，認識の過程は，言葉をかえれば，知識習得の
過程であるとも言える。したがって，認識過程の中に，
各段階で習得される知識を位置づけることは，授業に
おいてどのような知識の習得をめざすべきかを明確に
する意味でも重要なことである。
そこで，それぞれの段階に認識を深める問いとして，
厂意図・目的を問う問い」「関係を問う問い」 匚価値
を問う問い」を位置づけた。また，それぞれの段階で
習得される知識を ，記述的知識，分析的知識，説明的
知識・概念的知識としたＯ（8）
これらの「問い」と「知識」を認識過程に組み込ん
だものが，図２に示す認識過程モデルである。
(関係認識)
＜説明的・概 念的知 識＞
『関係を問う問い』
口 行為の価値鑓 采 コ
『価 値 を 問 う 問 い 』
｡行　　 為｡
(事実認識)
＜ 記述的知識＞
行為の意図・目的
(目的認識)
＜ 分析的知識＞
『意 図・目的を問 う問い』
図２　認識過程モデル
この認識過程モデルは，事実認識の段階を踏まえ，
基本的には， 匚理解→説明→深化した理解」の認識の
流れにそったものとなっている。しかも，認識過程の
中に，行為の意図・目的についての目的認識の段階を
きちんと位置づけているため，共感的理解の方法が意
図的に組み込めるようになっているＯまた，認識を深
める手立てとして 厂問い」が組み込まれ，各段階で習
これまで述べてきたことを整理すると，次のような　　 得される『知識』も位置づけられている。したがって，
認識 の過程をたどることになる。行為の事実認識（状　　 この認識過程モデルは，共感を通して分析へいたる歴
況も含む）→行為の意図 一目的についての目的認識→　　 史学習の授業過程の基本になる。
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Ｖ　共感を通して分析へいたる歴史学習の授業構成
１　授業過程
共感を通して分析へいたる歴史学習の授業過程は，
その基本を概念探究型社会科の基本的な学習過程に置
くことにする。それは，次のとおりである。
①導入段階→②学習問題把握段階→③予想・仮説設
定段階→④検証段階→⑤まとめ・応用段階
この基本形に「共感的理解深化の基本モデル」「認
識過程モデル」を組み込んで作成したものが，図３の
授業過程モデルである。これが，共感を通して分析へ
いたる歴史学習の授業過程となる。
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２　授業モデル
授業過程モデルにしたがい，共感を通して分析へい
たる歴史学習の授業モデルを提示する。授業モデルは，
現行学習指導要領社会・第６学年内容（2）－アを受けて，
「出雲平野の開拓と農民の暮らし」 の小単元を設定す
る。
この授業モデルは，子ども達が生き生きと主体的に
学習に参加する中で，科学的な社会認識形成を図って
いくことをめざしている。 このことから，目標は「認
知的側面」と「情意的側面」の２点について書かれな
ければならない。
認知的側面における目標は，本小単元で習得させた
い知識の構造となる。本小単元で習得させたい説明的
知識は，次のとおりである。
「在地の有力農民である大梶七兵衛を中心とする農
民達は，新田の開発によって米の生産高を上げて自分
達 の生活基盤を確保し，苦しい生活を少しでもよくす
るために，出雲平野西部における大規模な開拓を行なっ
た。
この開拓が可能となった背景としては，次のことが
あげられる。
世の中が平和になり，藩の政策の中心が耕地開発に
よる年貢米の増収と小農経営の自立，維持に向いたこ
とによって，藩側の全面的な後押しを受けることがで
きたことである。また，戦国期以来発展してきた製鉄
技術・築城技術 ，鉱山の採掘技術が，土木用具製作・
調達の前提となる原料鉄の供給を可能にし，また，土
木技術の発展をもたらしたことである。」
情意的側面の目標は，共感的理解の深化に基づくも
のである。したがって，共感的理解の深化に対応する
４段階の目標を設定することになる。具体的な内容に
ついては省略する。
この目標を達成するためには，「問い」を構造化し
て授業 の中に位置づけていく必要がある。そこで，こ
の授業では，社会のしくみや時代像といった説明的知
識を習得させる単元をつらぬく問いを，次のように設
定する。
「元禄時代ごろまでに，荒地の広がっていた出雲平
野で，なぜ大規模な新田開発が行われたのだろう。」
この問いを大梶七兵衛の行為を基に検証していくた
め，この問いを検証する中核の問いを次のように設定
する。
Ａ　 大梶七兵衛や農民達は，出雲平野西部においてど
のような開拓を行なったのだろう。
Ｂ　 大梶七兵衛や農民達は，なぜ大規模な開拓をやろ
うとしたのだろう。
Ｃ　大梶七兵衛や農民達に，なぜこのような大規模な
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開拓ができたのだろう。
以上のことを踏まえて，具体的な学習指導案を提示
する。ここでは，前述の中核の問いＣを取り上げる。
大梶七兵衛や農民達に，なぜ大規模な開拓ができた
のかという客観的な理由は，大梶七兵衛の願いに共感
するだけでは追求することはできない。そこからさら
に，松江藩の立場や願い，大梶七兵衛からは知ること
のできない社会的状況に目を向けて，社会のしくみや
時代像をとらえていかなければならない。つまり，共
感を通して分析を行なうことによって，追求が可能と
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す る 。
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・ 年 貢 を　 めな
い も のを 蔔し
た り 、 五
り?
組 をt っ て 迪y17責
任 を と ら せた り　 た こと を 思
い　 さ せ 、 藩が　 年 貢 米 の 取り
豊
て に 神 経を 洫っ1: い た こ
と に 気 づ か せ る
・ 田 畑 永 代売 踝
耻 止 令　 も示
し て 、 漕 が米 づ く り をl 持 す
llit?
努 め てい た こ とを 補
＊ 年　 増 収 の方 餓
・ 検?l に も限 り が あ るこ と に
つ い て 説明 を 加え る 。
・ 藩 に とっ ても　 年 貢
米 の 増
収 に は 、 新田 開
発 が 欠か せな
い 方 法 であ っ た こ と に気 づ か
? 香
岶 こよ っﾏ: 、 松 江 藩 でも
新　 開 発を 奨 励 し て い るこ と猟
明 す る 。
t 烈 肘
な 匍面 で 、 大　 七
兵 衛 の 開 拓事
鬻
を 藩 が 後ll し
をし て い るこ と に 気 づか せ る
J 齟 齟 藾 ひ れ 頡
っ た こ とを
箍
詔 す る 。
・ 世 の 中が 平 和に なっ て 、多
く の
人 を 開拓 に か か わら せ る
こと が でき る よ う にな っ た ことに つい て も 説 明を 加え る 。
惣 鬩 彗
与 え･る 前に 、 ま
ず予 想 さ せ る 。
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図４　学習指導案
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なるのである。この分析の段階を経ることによって，
初めて説明的知識が習得されることになる。ここに提
示した図４学習指導案は，分析の段階を示したもので
ある。
IV　 結
最後に本研究の結果から，共感を通して分析へいた
る歴史学習 の授業構成を行なっていく場合に，踏まえ
られていなければならないことを述べる。
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